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■
防
災
対
策

　
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
予

想
さ
れ
る
と
き
や
発
生
し
た
と
き

は
、
市
役
所
内
に
「
災
害
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
の
情
報
収
集
・

被
害
調
査
・
災
害
復
旧
な
ど
に
あ

た
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
災

害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
個
々
の

要
望
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で

協
力
し
合
い
、
復
旧
や
救
助
活
動

に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
。

■
災
害
時
の
情
報

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場

合
や
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
的

確
な
情
報
を
速
や
か
に
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
す
る
緊
急
の
通
信
施

設
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
情
報
に
注
意
し
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
南
島
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
と
あ
わ
せ
、
正
確
な
情
報

を
入
手
し
、
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ

れ
ず
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

※
注
意
報
…
災
害
発
生
の
可
能
性

　
が
あ
り
、
避
難
の
心
構
え
が
必

　
要
で
す
。

※
警
　
報
…
大
き
な
災
害
発
生
の

　
危
険
性
が
あ
り
、
具
体
的
な
避

　
難
準
備
が
必
要
で
す
。

■
早
め
に
浸
水
や
風
の
対

　
策
を
し
ま
し
ょ
う

●
雨
戸
の
壊
れ
た
と
こ
ろ
は
板
を

　
張
る
な
ど
の
補
強
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

●
物
干
し
竿
や
植
木
鉢
な
ど
は
風

　
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

●
ア
ン
テ
ナ
の
線
が
切
れ
た
り
、

　
ゆ
る
ん
だ
り
し
て
い
な
い
か
確

　
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
根
瓦
や
ス
レ
ー
ト
が
壊
れ
た

　
り
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
確
認
し

　
ま
し
ょ
う
。

●
排
水
溝
を
清
掃
し
、
流
れ
が
よ

　
く
な
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

　
ょ
う
。

■
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
　

　
す
ぐ
通
報
を
！

　
人
命
や
財
産
に
か
か
わ
る
災
害

が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
は
発
生

し
そ
う
な
と
き
は
、
消
防
署
や
警

察
署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
状
況
や
復
旧
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
市
役
所
で

現
況
把
握
・
調
査
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
部
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■非常時のおもな持ち出し品 ■台　風

■集中豪雨

　私たちの住む九州地方には、毎年多数の台風が接近・上陸し、時に

は甚大な被害をもたらします。台風情報に十分注意して、被害が出な

いように備えましょう。

　集中豪雨は、短期間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨のことで、

突発的に降るため、その予測は困難です。道路や河川などの氾濫に直

接つながりますので、水の流れに注意してください。

〈風と被害〉

風　速 状　　　　　　　況

〈台風の大きさと階級分け〉

〈台風の強さと階級分け〉

10ｍ～15ｍ 傘がさせない。看板やトタン板が飛ぶ。

風に向かって歩けない。小枝が折れる。

しっかりと身体を固定しないと転倒する。車の運転は危険。

立っていられない。屋外での作業は危険。

屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊が始まる。

階　級 状　　　　　　　況

大　型（大きい） 風速15ｍ/s以上で半径が500㎞以上800㎞未満

階　級 状　　　　　　　況

強　い 最大風速が33ｍ/s以上44m/s未満

非常に強い 最大風速が44ｍ/s以上54m/s未満

猛烈な 最大風速が54m/s以上

１時間の雨量 状　　　　　　　況

10㎜以上20㎜未満 ザーザーと降り、雨音で話し声がよく聞こえない。

20㎜以上30㎜未満 どしゃ降りで、側溝や下水、小さな川があふれる。

30㎜以上50㎜未満 道路が川のようになり、がけ崩れなどが発生しやすくなる。

50㎜以上80㎜未満 滝のような雨が降り、土石流発生の恐れがでてくる。

80㎜以上 大規模な災害発生の危険があり、厳重な警戒が必要になる。

超大型（非常に大きい） 風速15ｍ/s以上で半径が800㎞以上

15ｍ～20ｍ

20ｍ～25ｍ

25ｍ～30ｍ

30ｍ以上

●２～３日分の
　食糧・飲料水

●ラジオ
●乾電池

●下着類

●預金通帳
●印鑑
●現金

●タオル
●せっけん

●懐中電灯
●マッチ
　ライター・ろうそく

●缶切り
●ナイフ

●手袋
●ロープ
●ヘルメット

●救急薬品
●ちり紙
●生理用品など
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臨時議会において選任された各委員については以下のとおりです。（敬称略）

監査委員
〈代表監査委員〉

 中村　良治（56）  有家町中須川

〈議会選出委員〉

 中村　一三（54）  南有馬町丁

〈委　員　長〉

 松島　吉郎（65）  有家町山川

〈委　　　員〉

 松永　文則（68）  西有家町里坊

 永田九州男（61）  深江町丙

 穐山二六年（65）  加津佐町乙

〈教　育　長〉

 菅　　弘賢（65）  南有馬町乙

教育委員会委員
〈委　員　長〉

 狩野　初範（74）  西有家町龍石

〈委　　　員〉

 久間　省吾（71）  加津佐町乙

 林田　安人（72）  有家町尾上

 中村　正彦（64）  南有馬町乙

選挙管理委員会委員

固定資産評価審査委員会委員
〈委　員　長〉

 松尾　　勇（69）  口之津町丁

〈委　　　員〉

 林田　　毅（70）  布津町乙

 井村　積弘（67）  北有馬町丁

農林水産部、農業委員会、建設部の所管に
関する事項� 

委 員 長 小嶋　光明 （52） 布津町乙

役 職 氏　　名 （年 齢） 住　　　所

副委員長 梶原　重利 （61） 西有家町慈恩寺

委 員 白髭　貞俊 （46） 有家町尾上

委 員 中村　一三 （54） 南有馬町丁

委 員 下田　利春 （56） 布津町丙

委 員 松本　政博 （58） 加津佐町戊

委 員 柴田　恭成 （63） 北有馬町戊

委 員 川田　典秀 （56） 深江町丁

市民生活部、福祉保健部、水道部の所管に
関する事項� 

総務部、地域振興部、企画部、選挙管理委員会、

監査委員会、会計課の所管に関する事項及びその

他の委員会に属しない事項

委 員 長 渡邉　昇治 （54） 有家町尾上

役 職 氏　　名 （年 齢） 住　　　所

副委員長 桑原　幸治 （66） 西有家町須川

委 員 黒岩　英雄 （53） 北有馬町甲

委 員 本田　龍一 （54） 深江町戊

委 員 隈部　政博 （58） 布津町乙

委 員 浦田　　正 （59） 加津佐町己

委 員 立石　敏彦 （64） 口之津町乙

委 員 渡部　清親 （71） 有家町大苑

教育委員会の所管に関する事項� 

委 員 長 宮　　義彰 （63） 南有馬町乙

役 職 氏　　名 （年 齢） 住　　　所

副委員長 井上　末喜 （53） 口之津町甲

委 員 隈部　和久 （43） 布津町乙

委 員 岩永　和昭 （49） 深江町丁

委 員 松永　忠次 （51） 有家町蒲河

委 員 中村　久幸 （55） 西有家町龍石

委 員 日向　義忠 （67） 加津佐町己

委 員 長 吉岡　　巖 （58） 布津町乙

役 職 氏　　名 （年 齢） 住　　　所

副委員長 草　　寛衛 （60） 布津町乙

委 員 吉田幸一郎 （40） 深江町丙

委 員 林田　久富 （47） 加津佐町戊

委 員 平石　和則 （55） 有家町原尾

委 員 　木　和惠 （56） 西有家町須川

委 員 山本　芳文 （59） 口之津町丁

（敬称略）

行政委員会の構成

農林水産・建設常任委員会農林水産・建設常任委員会

厚生常任委員会厚生常任委員会

文教常任委員会文教常任委員会 総務常任委員会総務常任委員会

南島原市議会構成が決定南島原市議会構成が決定南島原市議会構成が決定
～議長には、日向義忠議員が選出されました～～議長には、日向義忠議員が選出されました～～議長には、日向義忠議員が選出されました～

　５月25日・26日に南島原市議会臨時会が開かれ、

議長に日向義忠議員（加津佐町）、副議長に川田典

秀議員（深江町）が選出されました。

　また所管する事務の調査や議案、請願・陳情など

の審査を行う４つの常任委員会や議会運営を円滑に

行うため、議会運営全般について意見を調整する議

会運営委員会等の構成が決定されました。

　各委員会の主な所管する事項と所属する議員は次

のとおりです。

　５月25日・26日に南島原市議会臨時会が開かれ、

議長に日向義忠議員（加津佐町）、副議長に川田典

秀議員（深江町）が選出されました。

　また所管する事務の調査や議案、請願・陳情など

の審査を行う４つの常任委員会や議会運営を円滑に

行うため、議会運営全般について意見を調整する議

会運営委員会等の構成が決定されました。

　各委員会の主な所管する事項と所属する議員は次

のとおりです。

議　長

日  向  義  忠
副  議  長

川  田  典  秀
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　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、「保険料の全額免除制度」または「一部納付制度」をご利

用ください。

　これまでの全額免除と半額納付に加え、新たに4分の1納付と4分の3納付が加わり、「全額免除制度」と「3

種類の一部納付制度」になりました。

■全額免除や一部納付の対象となる所得基準は？

　◎申請者、世帯主、配偶者の前年所得  （※）が、次の式で算出した金額以下であることが必要です。

　　①全  額  免  除  →  157万円  +  扶養親族の人数  ×  35万円

　　②４分の１納付  →  178万円  +  扶養親族等控除額  +  社会保険料控除額等

　　③半  額  納  付  →  118万円  +  扶養親族等控除額  +  社会保険料控除額等

　　④４分の３納付  →  158万円  +  扶養親族等控除額  +  社会保険料控除額等

■世帯構成別の所得（収入）の「めやす」

※上記の「めやす」は次の条件によるものです

�１．（　）内の収入の「めやす」は、収入のすべてが給与所得であった場合を仮定して計算しています。

�２．一部納付の「めやす」は、社会保険料（国民年金、国民健康保険および介護保険）について、一定の金

　　　額を納付していると仮定して計算しています。

�３．「４人世帯」および「２人世帯」のご夫婦は、夫または妻のどちらかのみに所得がある世帯の場合。

�４．「４人世帯」のお子さんは16歳未満の場合です。

　　　　退職（失業）や災害の被害を理由とした「特例免除制度」、学生の人がご利用いただける「学生　　

　　　　納付特例制度」、30歳未満の人がご利用いただける「若年者納付猶予制度」もあります。

※ 所得＝収入－必要経費

補助の要件

補 助 金 額

申請方法等

　国の浄化槽設置整備事業交付金改正に伴い、平成18年６月

１日より南島原市浄化槽設置整備事業補助金を別表のとおり

改正いたします。

　また、平成18年度浄化槽設置補助金希望申し込みは、12月

末までに各総合支所及び住民センターの「市民課　市民窓口班」

まで申し込みください。

　なお、補助金については、設置者へ予算の範囲内で補助金

を交付します。

　市では、家庭での生ごみを自家処理することでごみの減量化を推進するため、電気式生ごみ処理機および

生ごみ処理容器（コンポスト）を購入する世帯に購入費の一部を補助しています。

　(1) 市内に住所を有し、かつ居住している人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(2) 処理機・容器を適切に使用し、かつ、適切に維持管理できること　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(3) 堆肥化された生ごみを自ら適切に処理することができること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(4) 南島原市を所在地とする販売店から購入すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(5)  電気式の買い替えの場合、合併前の旧町において補助金の交付を

　　  うけたものについては５年以上経過していること

　【電　気　式】

　◎購入額の２分の１（100円未満切捨て）・限度額 30,000円／機

　◎１世帯１機限り

　【コンポスト】

　◎購入額の２分の１（100円未満切捨て）・限度額  5,000円／個

　◎１世帯２個まで

　なお、補助金については、予算の範囲内で交付します。

　処理機・容器を購入前に各総合支所・住民センターの「市民課市民窓口班」まで申し込みください。

※申請書等は各総合支所・住民センターの市民窓口にあります。

※すでに購入しているもの、補助金交付決定通知書を受け取る前に購入したものに対する補助はできません。

平成18年6月まで

● 全　額　免　除

● 半　額　納　付

平成18年7月から 保　険　料

①全額免除

②4分の1納付

③半額納付

④4分の3納付

⑤全額納付

① 10，400円

② 13，470円

③ 16，930円

④ 10，400円

⑤ 13，860円

保険料の
一部納付

新

新

人　　　槽 

５　  人　  槽 342,000 円

414,000 円

537,000 円

939,000 円

1,566,000 円

2,058,000 円

７　  人　  槽

10　 人　 槽

11 ～ 20 人槽

21 ～ 30 人槽

31 ～ 50 人槽

補 助 金 額
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世  帯  構  成 全  額  免  除
一　　部　　納　　付

１／４納付

４人世帯
（夫婦、子ども2人）

162万円
（257万円）

230万円
（354万円）

282万円
（420万円）

335万円
（486万円）

２人世帯
（夫婦のみ）

92万円
（157万円）

142万円
（229万円）

195万円
（304万円）

247万円
（376万円）

単身世帯
57万円

（122万円）
93万円

（158万円）
141万円
（227万円）

189万円
（296万円）

半額納付 ３／４納付



　平成18年3月31日に発足した南島原市のシンボルとして「市の花」「市の木」を制定します。

　これまでの八つの町から、一つの市へと速やかに融合することを願い、市民に親しまれ、市の　

　イメージにふさわしい「市の花」「市の木」を募集します。

　市営住宅下記団地（８戸）が空室となりましたので入居者を募集します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成 18 年７月３日㈪～ 18 日㈫

　　・収入が基準に該当する人
　　・現に同居しているか同居しようとする親族が　　
　　　ある人、または一定資格の単身者
　　　※（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様
　　　　　の事情にある者または婚姻の予約者を含む。）

　　・住宅に困っている人
　　・市内に保証人となられる人がいるなど、すべての
　　　条件を満たしている人

　　・市営住宅申込書
　　・住民票（世帯全員分）
　　・所得証明書など収入状況を証明する書類（世帯全員分）
　　・事実を証明する書類（納税証明書等）

　●入居者の資格要件を満たした申込者の数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行います。

　南島原市競争入札参加資格申請（物品購入）の受付を行います。

　なお、平成18年度一般（指名）競争入札参加資格申請を提出されている事業所は再度の提出は

必要ありません。

　注１：提出書類は、A ４ファイル（樹脂製とじ具のもの、背表紙に申請者名明記のこと ) に綴じて提出してください。　

　　　　なお、支店、営業所等に入札に関する一切の権限を委任する事業所にあっては、委任状を添付することとし、　　

　　　　委任状は、提出書類の１ページ目（最上部）に綴じることとします。

　注２：提出書類　①、②、④、⑤、⑧、⑩の様式は総務部財政課管財契約班に用意しています。

　　　　ただし、コピー代として２００円必要です。

次のいずれかに該当するものとします。
（市の花・市の木共通）

①南島原市のイメージにふさわしいもの

②南島原市の歴史、文化、自然になじみの深いもの

③南島原市民に親しまれているもの

④これから南島原市のシンボルとして大事に育

　てていきたいもの

①郵送の場合

　〒859-2112 南島原市布津町乙1623番地1

　南島原市企画部企画課政策企画班

②FAXの場合

　℻0957ー72ー5545（企画部企画課あて）

③電子メールの場合

　seisakukikaku@city.minamishimabara.lg.jp　

　※件名を「市の花・市の木応募」としてください。

④持参の場合

　企画部企画課（布津庁舎２階）または各総合

　支所総務課窓口（西有家住民センターについ

　ては市民課窓口）へ持参してください。

応募の中から推薦理由等を考慮し、選考委員会

で決定します。

「広報 南島原」や市ホームページ等で発表します。

南島原市の「市の花」「市の木」に決定した花・

木を応募された方に抽選でそれぞれ記念品を贈

呈します。（若干名）

・応募いただいたハガキ又は封書は返却しません。

・応募いただいた皆様の個人情報については、

　適切に保護管理し、他の目的には一切使用し

　ません。

・当選された場合、ご住所の一部とお名前を公

　表させていただく場合が有りますので、あら

　かじめご了承ください。

南島原市民（※応募は1人各1点までとします。）

郵送、FAX、電子メールまたは窓口へ持参

企画部企画課または各総合支所総務課窓口（西

有家住民センターについては市民課窓口）にあ

ります。市ホームページからもダウンロードで

きます。

※指定の応募用紙によらない場合は、「市の花」

　「市の木」それぞれの名称、推薦理由、住所、

　氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号を

　明記してください。

平成18年7月3日㈪～7月31日㈪
（当日消印有効）

団　　地　　名 募集戸数

1　戸

1　戸

1　戸

1　戸

深江あぜつ第１団地

布  津  寺  田  団  地

布  津  大  崎  団  地

南 有 馬 新 砂 原 団 地

1　戸有  家  堂  山  団  地

1　戸西 有 家 上 の 原 団 地

1　戸南 有 馬 砂 原 団 地

1　戸口 之 津 早 崎 団 地

※布津寺田団地および布津大崎団地は特定公共賃貸住宅です。

“快”水浴場百選　白浜海水浴場（口之津）
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●対象業種　物品（事務用品、印刷、自動車販売、燃料販売等）

●対象業者　南島原市に本社または営業所を有している事業所

●受付期間　平成18年７月31日㈪まで

●有効期限　平成19年３月31日㈯まで

●提出書類　①南島原市競争入札参加資格審査申請書（物品購入）

　　　　　　②営業業種一覧表

　　　　　　③営業許可書（営業許可を必要とするもの）

　　　　　　④営業所一覧表

　⑤業務経歴書

　⑥登記簿謄本、個人経営の場合は身元（身分）証明書（原本）

　⑦納税証明書（国税・県税・市町村税・消費税・地

　　方消費税 )　( 原本）

　⑧使用印鑑届

　⑨労災保険料納入証明書（写可）

　⑩入札保証金免除申請書（過去２カ年の国、公社、

　　公団または地方公共団体発注に係る業種別契約書の写）



　　　　　～みんなで作る、男女共同参画社会～

　　皆さんは、「男女共同参画社会」という言葉をご存じですか？

　　男女共同参画社会とは、性別にとらわれず、互いを尊重し、

　思いやり、ともに責任を担い、だれもが自分らしく生きられる

　社会、そして男女が職場・地域・家庭等のあらゆる分野におい

　て参加する機会が確保される社会をいいます。

　　平成17年度の長崎県の県民意識調査では、男女共同参画とい

　う言葉を知らない人が全体の43％と半数近くにのぼっており、

　関心が薄いことがうかがえます。

　　そこで、平成18年３月31日に誕生した南島原市の活力を高め、

　地域に住む女性や男性が、その能力を存分に発揮し、男女共同

　参画社会を実現するために、「南島原市男女共同参画計画」を

　策定いたします。

　　また、策定にあたり、「南島原市男女共同参画推進懇話会」

　を設置いたします。これは、広く市民の意見を施策に反映させ

　ることを目的に、「各種団体の代表」・「学識経験者」・「一般公募」

　で構成されます。

　　男女共同参画社会づくりに関心のある人は、右記のとおり「南島原市男女共同参画推進懇話会委員」の

　一般公募を行いますので応募ください。

　南島原分区中学生弁論大会

●１ .趣　旨

　　「社会を明るくする運動」が７月の月間運動として全国的に展開されます。

これは犯罪防止と罪を犯した人達の更生についての理解を深め、それぞれの

立場において犯罪のない明るい社会を築こうとするものです。今年は特に「地

域住民の推進による少年の非行防止と更生の援助」に重点がおかれています。

そこで、この運動行事の一環として中学生による弁論大会を開催し、本運動

に対する社会人の理解と協力を得ようとするものです。

　　下記のとおり開催しますのでお気軽に足をお運びください。

●２ .実施要綱

　⑴ 主催　南島原市、長崎保護観察所、島原地区保護司会

　⑵ 日時　平成 18 年７月 25 日㈫　13 時 30 分開会

　⑶ 場所　ありえコレジヨホール　南島原市有家町

　⑷ 内容　本弁論大会開催要綱の趣旨に照らし、少年の非行防止・健全育成、地域活動への参加等の論旨を

　　 　　　重点とし、出場者の創作に限ります。

南島原市原城図書館における館内および敷地内の

清掃職員を募集します。

●採用人員　１名

●勤務内容

　南島原市原城図書館館内・敷地内の清掃

●雇用資格

　・20歳以上で業務に熱意を持って従事していた

　　だける健康な人

●雇用条件

　・勤務日…週６日（月曜休み）

　・勤務時間…３時間／日

    （９：30～12：30まで、ただし木曜日は11：30～

　　14：30まで）

　・日給…２,000円

　・勤務地…南島原市原城図書館

　・その他…社会保険・諸手当等はありません

　市販の履歴書に記入し「南島原市原城図書館臨時職員申し込み」と朱書きした封筒に入れ、

　〒859ー2412　南島原市南有馬町乙1023番地　『南島原市教育委員会南有馬事務所』まで

　申し込みください。（７月31日必着）

※申込み多数の場合は、書類審査後に面接あり（日時は後日連絡）

▼

　“南蛮船来航の地”口之津町は港とともに繁栄してきました。

　海とのかかわりが深く、歴史のある港町として「海の日」を祝

って今年も「マリンフェスタINくちのつ」を開催します。祭りの

フィナーレは、口之津港の夜空に上がる２,000発の花火が穏や

かな海面を色鮮やかに彩ります。
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■募集人員／２名（女性１名、男性１名）
　　　　　　※応募者多数の場合は選考

■募集期間／平成18年７月31日まで

■任　　期／２年間



　　　危険物取扱者免状をお持ちの危険物取扱者の人で、下記要件に該当する人は、　　　　　　

　　平成18年度危険物取扱者保安講習会を受講しなければなりません。

　　１．平成15年４月１日から平成16年３月31日までに、危険物取扱いの　　　　　　　　　　

　　　　作業に従事（保安監督者を含む）している人。

　　２．現に危険物作業に従事（保安監督者を含む）している人で、平成15年　　　　　　　　　　

　　　　４月１日から平成16年３月31日までに保安講習を受講された人。

　　３．昨年度の保安講習会終了後、新たに危険物取扱作業に従事された人。

①長崎県における危険物取扱者保安講習会は１年に１回のみです。

②危険物取扱作業に従事している人は、３年に１回の保安講習の受講が義務付けられており、その

　講習を受講しない人は、消防法第13条の２第５項の規定により、危険物取扱者免状の返納を命

　じられる場合があります。

　受講対象となる人は、申込用紙「平成18年度危険物取扱者保安講習会受講申請書」に必要事項

を記入し、長崎県証紙（受講手数料）を貼付のうえ、申請書ウラの返信用ハガキに50円切手を貼り、

長崎県危険物安全協会あてに封書で送付、または持参してください。

（１）受講申請時に必要な書類等

　　①申し込み用紙　「平成18年度危険物取扱者保安講習会受講申請書」

　　　　　　　　　　（受講申請書は、各振興局・地方局の総務課（総務企画課）および県内の各

　　　　　　　　　　消防本部・局（予防課・危険物係）または当協会に置いてあります。）

　　②受 講 手 数 料 　4,700円（長崎県収入証紙）※収入印紙ではありませんのでご注意ください。

　　　　　　　　　　（長崎県収入証紙は、県庁、各振興局・各地方局の売店、県保健所、各警察

　　　　　　　　　　署の窓口等で販売しています。）

　　③切　　　　手　申請書のウラにある返信用ハガキ（受講票）に50円切手を必ず貼付。

（２）受講申請書の提出先

　　　〒850-8601　長崎市江戸町２番１号　県庁第３別館２F

　　　　　　　　　 ㈳長崎県危険物安全協会　☎095-825-8479　℻095-825-8481

（３）受講通知

　　　受講者には、受講申請書の受付が終了後、受講票（返信用ハガキを送付いたします。）

（４）その他

　　　受講申請書を当協会へ請求する場合は、80円切手を貼った返信用封筒を同封してください。

※ ① 給油取扱所従事者

※ ② ①及び石油コンビナート等災害防止法上の特定の事業所の危険物施設従事者以外

日　　時

9月12日㈫ ※① 13:00～16:00

9月13日㈬ ※② 19:00～12:00
島原復興アリーナ 7月31日～8月25日

対象者 時　　間 場　　所 受  付  期  間
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　6 月 1 日㈭、有家総合運動公園で南島原市有家町内の

保育園・幼稚園を対象として、「チビッコ防火フェステ

ィバル」が開催されました。

　これは、南島原消防署が主催し開催しているもので、

南島原市消防署員や地元消防団とのふれあいの中で、幼

年期から火災予防について考えてもらうことを目的とし

ています。

　この日は放水体験コーナーや地震体験コーナーなど、

本格的な施設の準備がされており、子どもたちにとって

貴重な体験ができた様子でした。

　井上義明消防署長は「防火意識を子ども時代からしっ

かり持たせることはとても大切なことです。これからは、

南島原市全体にこのような意識がひろがっていき、大人

も防火意識を再認識すれば、ほとんどの火災は未然に防

ぐことができるはずです。」と話しました。

　5 月28日㈰、市立有家中学校校庭において、南島原市

新入消防団員および幹部団員約150名が参加し、消防訓

練がおこなわれました。

　これは島原地域広域市町村圏組合管内消防連絡協議会

が主催し毎年行われているもので、南島原市としては初

の訓練となりました。

　訓練は、午前中に礼式訓練、消防器具の取り扱いなど

の説明を受け、午後からは操法訓練、放水訓練が行われ

ました。

　真新しい消防服に身を包まれた団員たちは、初めての

訓練に少し戸惑いながらも真剣な表情で、南島原市消防

署隊員の指導を受けていました。

▲真剣な表情で訓練を受ける団員

第16回 南島原市有家町
チビッコ防火フェスティバル

ぼくらはチビッコ消防隊！有 家

平成18年度消防団員教育訓練

南島原市の生命と財産を守るため市全体
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　5月18日㈭、「ありえコレジヨホール」で『平成18年

度南島原市食生活改善推進員協議会設立総会及び中央講

習会』が開催されました。

　昨年度に食育基本法が制定され、あらためて食生活の

重要性が注目される中、旧8カ町の会員が南島原市誕生

に向けて設立の準備を進めてきました。

　八木トヨ準備委員会委員長は、『幸せの基本は健康づ

くりからです。ボランティア活動としての20年間のあ

ゆみをしっかりと受けつぎ、全国23万人の仲間ととも

にがんばりましょう』とあいさつしました。

　その後の設立総会では新しい規約などが定められ、池

田伊奈子新会長が設立宣言を行い、8支部・370名の会

員組織が誕生しました。就任あいさつでは『私達の住む

この南島原市は、食材の供給地でもあります。有明海の

新鮮な魚介類や海草類、雲仙の裾野でとれる豊富な農産

物などをどのようにヘルシーな料理に変身させるか、私

達ヘルスメイトの腕の見せ所です。健全な心を培い、豊

かな人間性をはぐくむことができるよう、食生活の改善

を地域へ伝達していこうではありませんか。』と意気込

みを述べました。

　また、設立総会にあわせ、第1回の中央講習会として

『食育革命』と題し、吉田俊道さん（大地といのちの会

代表）の講演会が行われました。

　５月21日㈰に、全日本クラブカップ選手権大会・長

崎県予選会が島原市で行われ、有家バレーボール部一般

男子が６人制の部で準優勝の成績を収め、全国大会出場

の切符を手中に収めました。

　大会は６人制・９人制のクラブ日本一を決める大会と

して、参加レベルも高く、県予選から白熱した試合が繰

り広げられました。予選リーグを順当に勝ち上がった同

クラブは、決勝戦で長崎教員クラブに敗れたもののその

戦いぶりは見事。同クラブが全国大会出場するのは16

年振りのことです。

　全国大会は８月３日から６日まで新潟市で行われ、そ

の活躍が大いに期待されます。ガンバレ！有家クラブ！

　5月27日㈯「ありえコレジヨホール」で南島原市PTA

連合会発足総会が開催されました。

　発足準備委員会委員長の一之瀬　啓さんは冒頭で、「子

どもたちを取り巻く環境はめまぐるしく変化し、子ども

たちが犠牲になる事件や事故が数多く取りざたされてい

ます。このような社会情勢の中、南島原市として新たに

発足した PTA 活動の担う役割はこれからも変わらず、

とても重要なものです。」と発足に向けあいさつしました。

　また来賓祝辞のなかで松島市長は、「組織設立に際し

て多くの問題をひとつひとつ解決され発足までご尽力さ

れたことに対し、深く敬意を表します。旧８カ町ではぐ

くまれてきた善きPTA活動の伝統を引継ぎ発展させるこ

とが、南島原市PTA連合会の礎になるのではないかと存

じます。市長として南島原市の子どもたちに誇れるよう

な明るい未来を作っていきたい。」と述べました。

　その後の全体協議の中で新しい役員も選出され、初代

会長には平　秀久さん（口之津小学校 PTA 会長）が就

任しました。

　また、島原高校合唱部70名による記念コンサートも

あり、歌声ならではのハーモニーが会場いっぱいに広が

り、訪れた多くの観客を魅了しました。

　5月24日㈬、コール西有家（代表：生駒文代さん）の

皆さんが交流を目的として和光園を訪れ、歌やリズム遊

びで入園中の方々と楽しいひとときをすごしました。今

回初めての訪問となったこの会は、元教諭の内田　子さ

んが指導を行い、15年前から活動を行っています。会

員は男性 3名女性25名の28名。この日の演目は斉唱や

リズム遊びなどバラエティに富んだ内容で、楽しいリズ

ムにあわせて手をたたいたり、体を揺らしたりして歌声

のプレゼントを楽しみました。

　６月１日㈭、松島市長が福田さんの自宅を訪れ、福田

さんの100歳の誕生日を祝福しました。

　福田さんは教員として長く勤務され、その当時の教え

子の名前や様子、エピソードを今もよく覚えられていま

す。背筋もまっすぐなその元気なご様子に、市長も驚き

と感激を隠しきれず「これからもお元気で、もっともっ

と長生きされてください」と激励しました。

　市長やご家族、駆けつけられたご友人の祝福に福田さ

んは「長生きしてよかった～」と満開の笑顔でした。

加津佐

100歳おめでとうございます
福田リマさん
明治39年６月１日生まれ

市全体

南島原食生活改善推進員
協議会設立総会

ヘルスメイトの力が結集しました

有 家

有家バレーボールクラブ男子
全国大会出場

全日本クラブカップ選手権大会・県予選会

▲島原高校合
唱部のみなさ

ん

市全体

南島原市PTA連合会
発足総会

地域の子どもたちを見守ります西有家

和光園慰問（コール西有家）

楽しいリズムがいっぱい♪

▲８支部の会員が総結集

▲池田伊奈子新会長あいさつ

▲全国大会出場をつかんだ有家バレーボールクラブ一般男子メンバー

広報 2006. 7. 1 14広報 2006. 7. 115



南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家住民センター

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成18年５月末日現在（住基人口）

5 5 , 9 9 1（－57）

2 6 , 3 0 3（－30）

2 9 , 6 8 8（－27）

1 8 , 6 0 9（－11）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

　臨
時
職
員

（
保
健
師
、
普
及
指
導
員
）

　
産
前
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
な
ど

で
代
替
職
員
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

に
採
用
す
る
、
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

（
保
健
師
）

●
勤
務
先
　
保
健
所
な
ど

●
応
募
資
格

　
保
健
師
免
許
を
お
持
ち
の
人

●
応
募
方
法

　
志
願
書
を
長
崎
県
福
祉
保
健
課
へ

　
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
受
付
期
間
　
随
時
受
け
付
け
ま
す

（
普
及
指
導
員
）

●
勤
務
先

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど

●
応
募
資
格

　
改
良
普
及
員
資
格
ま
た
は
普
及
指

　
導
員
資
格
を
お
持
ち
の
人

●
応
募
方
法

　
志
願
書
を
長
崎
県
農
業
経
営
課
へ

　
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
受
付
期
間
　
随
時
受
け
付
け
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ

　（
保
健
師
）

　
長
崎
県
福
祉
保
健
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
１
０

　（
普
及
指
導
員
）

　
長
崎
県
農
業
経
営
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
９
３
１

※
志
願
書
と
募
集
要
領
は
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　
郵
送
も
で
き
ま
す
の
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　h
ttp
://w

w
w
.p
ref.n

a
g
a
sa
k
i.

　jp
/fu
k
u
sh
i_
h
ok
en
/rin
g
i

平
成
　
年
度
自
衛
官
募
集

　
自
衛
官
や
防
衛
大
学
校
学
生

　
　
　
　
な
ど
を
募
集
し
ま
す

【
二
等
陸
・
海
・
空
士
】

●
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
男
女(

来
年
３
月
高
校
卒
業

　
予
定
者
を
含
む
。）

●
初
任
給
　
１
５
７，

５
０
０
円

【
防
衛
大
学
校
等
】

●
募
集
種
目
　
①
防
衛
大
学
校
学
生

　
②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③
航
空

　
学
生
④
看
護
学
生
⑤
一
般
曹
候
補

　
学
生
⑥
曹
候
補
士
⑦
自
衛
隊
生
徒

※
①
〜
⑥
は
男
女
、
⑦
は
男
子
の
み

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
市
内
総
合
支
所

　
総
務
課
ま
た
は
自
衛
隊
長
崎
地
方

　
連
絡
部
募
集
課

　
☎
０
９
５
（
８
２
６
）
８
８
４
４

　h
ttp
://w

w
w
.n
a
g
a
sa
k
i.p
lo.

　jd
a
.g
o.jp
/

平
成
　
年
度
防
衛
庁
職
員

採
用
　
種
試
験

●
受
付
期
間
　

　
７
月
３
日
㈪
〜
７
月
19
日
㈬

●
受
験
資
格

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
試
験
区
分
　
一
般
事
務
・
電
気
・

　
機
械
・
土
木
・
建
築

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
24
日
㈰

●
第
１
次
試
験
地
　
福
岡
市
、
佐
世

　
保
市
、
熊
本
市
な
ど
全
国
35
カ
所

※
第
２
次
試
験
日
お
よ
び
試
験
地
は

　
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

　
す
。

●
受
験
案
内
請
求
先
　
福
岡
防
衛
施

　
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　
（
〒
８
１
２
ー
０
０
１
３
　
福
岡

　
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
10
ー
７
）

　
☎
０
９
２
（
４
８
３
）
８
８
１
５

　
℻
０
９
２
（
４
７
４
）
３
６
８
５

　h
ttp
://w

w
w
.jd
a
.g
o.jp
/

放
送
大
学
受
講
生

　
ビ
デ
オ
、
衛
星
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
を
利
用
し
て
、
大
学
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
募
集
学
生

【
教
養
学
部
】

　
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
方
）、

　
選
科
履
修
生
（
１
年
間
）
、
科
目

　
履
修
生
（
６
カ
月
間
）

【
大
学
院
】

　
修
士
選
科
生
（
１
年
間
）
、
修
士

　
科
目
生
（
６
カ
月
間
）

●
入
学
資
格

　
全
科
履
修
生
は
入
学
時
に
18
歳
以

　
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

　
人
、
選
科
履
修
生
、
科
目
履
修
生

　
は
15
歳
以
上
、
修
士
選
科
生
、
修

　
士
科
目
生
は
18
歳
以
上
の
人
な
ら

　
ど
な
た
で
も
。
入
学
試
験
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

●
募
集
締
切
　
８
月
15
日
㈫

●
授
業
開
始
　
10
月
１
日
㈰

　h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
（
８
１
３
）
１
３
１
７

　
長
崎
県
生
涯
学
習
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
６
３

巡
回
法
律
相
談
所
開
設

　
長
崎
県
弁
護
士
会
の
巡
回
法
律
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
民
事
・
家

事
・
刑
事
・
行
政
等
に
関
す
る
す
べ

て
の
法
律
相
談
が
で
き
ま
す
。

【
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。】

●
日
　
時
　
７
月
19
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
ー
文

　
化
セ
ン
タ
ー
日
野
江

●
定
　
数
　

　
10
名
（
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
部
市
民
課
人
権
推
進
班

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
０

南
島
原
市
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

教
室

　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
を
対
象
に
、
テ
ニ
ス
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
毎
週
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

●
場
　
所
　
有
家
町
総
合
運
動
公
園

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
料
　
２
千
円
（
保
険
代
な
ど
）

●
主
　
催
　
南
島
原
市
テ
ニ
ス
協
会

●
後
　
援
　
南
島
原
市
教
育
委
員
会

　
長
崎
県
テ
ニ
ス
協
会

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
総
務
係

　
入
江
敏
夫

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
８
０

雲
仙
市
国
見
町
お
よ
び
瑞

穂
町
の
不
動
産
登
記
事
務

が
変
わ
り
ま
す

　
雲
仙
市
国
見
町
お
よ
び
瑞
穂
町
の

不
動
産
登
記
事
務
は
長
崎
地
方
法
務

局
島
原
支
局
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
18
年
７
月
18
日
㈫
か
ら
、

『
諫
早
支
局
』
で
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
※
登
記
事
項
証
明

書
は
島
原
支
局
で
も
請
求
で
き
ま
す
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
地
方
法
務
局
諫
早
支
局

　
〒
８
５
４
ー
０
０
２
２

　
諫
早
市
幸
町
４
番
12
号

　
☎
０
９
５
７
（
２
２
）
０
４
７
５

　
長
崎
地
方
法
務
局
島
原
支
局

　
〒
８
５
５
ー
０
０
３
６
　
島
原
市

　
城
内
１
丁
目
１
２
０
４
番
地

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
２
５
１
３

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会

　
平
成
15
年
４
月
の
「
遊
漁
船
業
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に

よ
り
、
遊
漁
船
業
を
営
む
人
は
県
へ

の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
遊
漁
船

業
務
主
任
者
の
選
任
が
必
要
で
す
の

で
、
主
任
者
に
な
る
人
は
、
こ
の
講

習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
７
月
28
日
㈮
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所
　
長
崎
県
農
協
会
館
（
長

　
崎
市
出
島
町)

●
内
　
容
　
遊
漁
船
業
務
主
任
者
が

　
習
得
す
べ
き
事
項

●
参
加
対
象
者
　
遊
漁
船
業
務
主
任

　
者
に
な
る
人

●
受
講
費
　
６
，

０
０
０
円(

県
証

　
紙
で
納
入)

※
事
前
に
テ
キ
ス
ト

　
は
購
入
し
て
く
だ
さ
い
（
３，

９

　
０
０
円
）

●
申
し
込
み
方
法
　
開
催
日
の
７
日

　
前
ま
で
に
受
講
申
込
書
を
長
崎
県

　
資
源
管
理
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
資
源
管
理
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
８
２
５

　h
ttp
://w

w
w
.n
-su
isa
n
.jp
/

　y
u
m
e
to
b
i/

（
申
請
書
の
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
が
出
来
ま
す)

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

更
新
申
請
期
限
は
７
月
　
日

で
す

　
お
持
ち
の
「
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
」
の
有
効
期
間
が
平
成
18
年
９

月
30
日
ま
で
の
方
は
更
新
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い

●
申
請
期
限
　
７
月
20
日
㈭

●
申
請
方
法
　
受
給
者
の
人
へ
お
送

　
り
し
て
い
る
「
更
新
申
請
手
続
き

　
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

　
長
崎
県
国
保
・
健
康
増
進
課
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
国
保
・
健
康
増
進
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
９
６

　
県
南
保
健
所

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
７

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
　
時
　
８
月
10
日
㈭

　
第
１
回
　
午
前
10
時
〜

　
第
２
回
　
午
後
１
時
〜

●
場
　
所
　
島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

●
内
　
容
　
学
校
説
明
会
お
よ
び
館

　
内
見
学
な
ど

●
参
加
対
象
者

　
看
護
学
校
入
校
希
望
者
の
人
ま
た

　
は
そ
の
ご
家
族
。
学
校
を
見
学
さ

　
れ
た
い
人
も
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
直

　
接
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
５
７
（
６
５
）
０
７
３
０

18

18

20

変更前（国見町・瑞穂町のみ）

不 動 産 登 記：島原支局

商業・法人登記：諫早支局

変更後（国見町・瑞穂町のみ）

不 動 産 登 記：諫早支局

商業・法人登記：諫早支局（変更なし）
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募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

安全確保と公害防止のために

危険です。迷惑です。クルマの不正改造
不正改造車に関する情報・相談・お問い合わせは、下記まで

九州運輸局　長崎運輸支局　整備課　☎ 095ー 839ー 4749

まむしにご注意を！
まむし被害が多い時期です。農作業や河川付近での作業時には、十分注意してください。

ーお知らせー　旧加津佐町・口之津町・南有馬町・北有馬町の 4 町において、まむし血清を

　　　　　　　保管していましたが、薬事法に抵触する恐れがあるため、南島原市での保管

　　　　　　　は中止することになりました。



※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

86-2071植木内科医院
２日

電話番号休日在宅当番医日

口之津町

82-2225内 田 医 院 西有家町

85-3508浦 上 病 院
16日

南有馬町

82-0832永田内科泌尿器科医院 西有家町

86-2028林 田 医 院
17日

口之津町

72-5111布 井 内 科医院 深江町

86-2205渡部眼科医院
９日

口之津町

82-2825林内科小児科医院 有家町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

87-2348井 上 医 院
23日

加津佐町

82-0993池田循環器科内科 有家町

85-2002本多南光堂医院
30日

南有馬町

72-2023明島整形外科医院 布津町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

気をつけよう！脱水症月

スポーツ時の突然死火

子どもの夏かぜ水

あせも（汗疹）木

口腔ケアと肺炎金

長崎県の性病の実態（女性編）土・日
※祝日は、前日のテープが流れます。

農
業
大
学
校
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
農
業
す
る
人
、
し
た
い
人
、
関
連

団
体
・
企
業
へ
就
職
し
た
い
人
へ
農

大
教
育
内
容
や
学
費
、
入
試
等
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
８
月
７
日
㈪

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

●
場
　
所
　

　
島
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　（
島
原
市
西
八
幡
町
８
５
０
９
ー
２
）

●
申
し
込
み
期
間

　
７
月
10
日
㈪
〜
28
日
㈮

●
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
　
教
務
課

　
☎
０
９
５
７
（
２
６
）
１
０
１
６

　県
立
高
等
技
術
専
門
校

「
１
日
体
験
入
校
」

　
幅
広
い
職
業
の
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
県
立
高
等
技
術

専
門
校
に
体
験
入
校
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
　
時

　（
長
崎
高
等
技
術
専
門
校
）

　
７
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　（
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
）

　
７
月
21
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
　
所

　
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

　（
長
与
町
高
田
郷
）

　
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　（
佐
々
町
小
浦
免
）

●
参
加
対
象
者
　
高
等
学
校
在
校
生

　
の
人
な
ど

●
申
込
方
法
　

　
高
等
学
校
在
校
生
は
進
路
指
導
の

　
先
生
を
通
じ
て
、
そ
の
他
の
人
は

　
直
接
各
校
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
在
職
者

　
等
を
対
象
と
し
た
各
種
講
習
も
実

　
施
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
５
（
８
８
７
）
５
６
７
１

　
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
５
６
（
６
２
）
４
１
５
１

県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
　
時
　
７
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
内
　
容
　
大
学
概
要
等
説
明
、
学

　
科
イ
ベ
ン
ト
（
模
擬
授
業
、
施
設

　
見
学
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
）
、
個
別
相

　
談
（
入
試
、
就
職
、
学
生
生
活
）

●
参
加
対
象
者

　
本
学
入
学
志
望
者
お
よ
び
高
等
学

　
校
進
路
指
導
関
係
者
の
人
な
ど

●
申
し
込
み
方
法

　
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
県
内
高
校
は
高
校
単
位
）

　
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学

　
☎
０
９
５
（
８
１
３
）
５
０
６
５

　
℻
０
９
５
（
８
１
３
）
５
２
２
２

長
崎
県
立
大
学
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
　
時
　
７
月
17
日
㈪
（
海
の
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
内
　
容
　
大
学
概
要
等
説
明
（
入

　
試
問
題
解
説
、
模
擬
授
業
、
キ
ャ

　
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
）
、
ほ
か
に

　
個
別
相
談
（
教
員
や
在
学
生
に
よ

　
る
相
談
会
）
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
対
象
者
　
本
学
入
学
志
望
者

　
と
そ
の
保
護
者
並
び
に
高
等
学
校

　
進
路
指
導
関
係
者
の
人
な
ど

●
申
し
込
み
方
法
　
大
学
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
や
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
高
校

　
単
位
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
個
別
申
込
の
対
応
も
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
立
大
学

　
☎
０
９
５
６
（
４
７
）
５
７
０
３

　
℻
０
９
５
６
（
４
７
）
４
６
１
６

第
　
回
長
崎
県
青
年
大
会

　
県
内
の
地
域
青
年
が
相
集
い
、
体

育
競
技
、
芸
能
文
化
等
を
通
し
て
友

好
を
深
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る
青

年
団
の
育
成
を
図
る
た
め
開
催
さ
れ

ま
す
。

●
日
　
時
　

　
８
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

●
場
　
所
　
諫
早
市
全
域

　
総
合
開
会
式
は
26
日
㈯
午
前
10
時

　
30
分
〜
　
森
山
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

●
種
　
目
　
体
育
の
部
は
陸
上
競
技
、

　
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
な

　
ど
14
競
技
。
文
化
の
部
は
意
見
発

　
表
、
郷
土
芸
能
、
の
ど
自
慢
、
将

　
棋
な
ど
10
部
門

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
生
涯
学
習
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
６
５

　
℻
０
９
５
（
８
９
４
）
３
４
７
７

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
オ
ー

プ
ン
４
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
夏
休
み
特
別
企
画

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
県
内
小

中
学
生
の
入
場
料
は
半
額(

同
伴
者

２
割
引)

。
ま
た
入
場
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
る
と
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
期
　
間

　
７
月
15
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈭

●
場
　
所

　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
（
島
原
市
平

　
成
町
）

●
同
時
開
催

　「
平
成
新
山
絵
画
展
Ⅱ
」

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館

　
☎
０
９
５
７
（
６
５
）
５
５
５
５

　h
ttp

://w
w

w
.u

d
m

h
.o

r.jp
/

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

●
日
　
時
　
８
月
１
日
㈫
午
後
１
時

　
〜
８
月
３
日
㈭
午
後
２
時

●
内
　
容
　
イ
ル
カ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、

　
海
水
浴
、
星
空
探
検
、
い
け
す
の

　
エ
サ
や
り
体
験

●
参
加
対
象
者
　
小
学
５
・
６
年
生

●
定
　
員
　
１
０
０
名

●
参
加
費
　
５，

０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法
　

　
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
７
月

　
30
日
㈰
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

　
ま
す
。）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

　
〒
８
５
４
ー
０
４
０
２
　
雲
仙
市

　
千
々
石
町
乙
１
４
８
６
ー
２

　
☎
０
９
５
７
（
３
７
）
２
７
６
９

　
℻
０
９
５
７
（
３
６
）
８
９
７
９

　h
ttp

://w
w

w
8

.o
cn

.n
e
.jp

/

　-tijiw
a
/

長
崎
県
Ｕ
タ
ー
ン
・
大
学
等

新
卒
者
合
同
企
業
面
談
会

　
来
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
人
、
既

に
卒
業
し
就
職
さ
れ
て
い
な
い
人
、

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る

人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

（
長
崎
地
区
）

●
日
　
時
　
８
月
11
日
㈮
午
後
１
時
〜

●
場
　
所
　
県
立
総
合
体
育
館
（
長

崎
市
油
木
町
）

（
佐
世
保
地
区
）

●
日
　
時
　
８
月
14
日
㈪
午
後
１
時
〜

●
場
　
所
　
佐
世
保
市
体
育
文
化
館

　（
佐
世
保
市
光
月
町
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
５
（
８
２
５
）
２
７
１
５

就
職
活
動
に
は
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
ワ
ー
ク
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

　
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
施
設

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
」
で
は
個
別

相
談
や
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
17
年

度
に
は
１，

０
０
０
人
を
超
え
る
人

が
就
職
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
で
困

っ
た
時
は
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー

ク
」
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
若
年

の
人
に
は
、
メ
ー
ル
で
就
職
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク

　
長
崎
市
銅
座
町
４
ー
１
ー
４
Ｆ

　
☎
０
９
５
（
８
２
９
）
０
４
９
１

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
メ
ー
ル
相
談

※
随
時
受
付

※
メ
ー
ル
の
返
信
に
は
、
２
〜
３
日

　
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　m
ail- de- soudan

@
fresh

w
ork

.jp

※
相
談
は
無
料
で
す
。

中
高
年
等
（
　
歳
以
上
）
の

方
の
早
期
再
就
職
を
支
援
し

て
い
ま
す 

　
県
で
は
長
崎
市
及
び
佐
世
保
市
に

「
長
崎
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
個
別
相
談
、
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
、
職
場
体
験
講
習
な
ど
に

よ
り
、
中
高
年
等
（
35
歳
以
上
）
の

方
の
再
就
職
を
支
援
し
て
お
り
、
平

成
17
年
度
は
８
０
０
人
以
上
の
人
が

就
職
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
島
な

ど
に
お
い
て
も
同
様
に
相
談
、
セ
ミ

ナ
ー
、
職
場
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
長
崎
市
銅
座
町
４
ー
１
ー
４
Ｆ

　
☎
０
９
５
（
８
１
８
）
８
７
８
９

　h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
a
g
a
sa

k
i.

　jp
/k

oy
o/b

osh
u
/0

6
0
4
2
1
/

長
崎
県
立
美
術
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

企
画
展
　
デ
ジ
タ
ル
遊
園
地

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
ア
ー
ト
の
未
来
）

　
映
像
文
化
の
未
来
を
考
え
る
た
め

に
、
と
く
に
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
焦
点
を
あ
て
、
衛
星
通
信
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
新
し
い
通
信
網

を
駆
使
し
た
作
品
で
構
成
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
大
海
を
多
様
な
情
報

が
行
き
交
う
新
た
な
大
航
海
時
代
に

お
け
る
表
現
の
可
能
性
を
検
証
し
ま

す
。

　
子
ど
も
に
も
楽
し
く
ア
ー
ト
に
触

れ
ら
れ
る
、
体
験
型
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

●
期
　
間

　
７
月
29
日
㈯
〜
９
月
３
日
㈰

●
出
品
作
家

　
ナ
ム
＝
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
／
イ
ン

　
ゴ
・
ギ
ュ
ン
タ
ー
／
河
口
洋
一
郎

　
／
八
谷
和
彦
／
西
島
治
樹
／
岩
井

　
俊
男

第
　
回
九
州
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　
長
崎
か
ら
初
の
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を

め
ざ
す
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
の
応
援
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
７
月
29
日
㈯
午
後
６
時

●
場
　
所
　
県
立
総
合
運
動
公
園
陸

　
上
競
技
場
（
諫
早
市
宇
都
町
）

●
内
　
容
　
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

　
Ｖ
Ｓ
海
邦
銀
行
Ｓ
Ｃ

●
入
場
料
　
当
日
券
…
大
人
８
０
０

　
円
、
中
高
生
４
０
０
円
、
小
学
生

　
以
下
無
料
（
前
売
り
、
後
援
会
会

　
員
割
引
あ
り
）

●
入
場
券
販
売
　
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

　
ト
取
扱
店
、
浜
屋
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

　
く
さ
の
書
店
西
友
道
の
尾
店

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
事
務
局 

　
☎
０
９
５
７
（
７
８
）
３
５
５
０

　h
ttp

://v
-v

a
ren

.com
/

「
県
民
祈
り
の
日
」
の
黙
と
う

　
原
爆
被
爆
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

た
め
に
、
毎
年
８
月
９
日
を
「
県
民

祈
り
の
日
」
に
定
め
て
い
ま
す
。
８

月
９
日
に
は
、
原
爆
投
下
時
刻
の
午

前
11
時
２
分
に
家
庭
や
職
場
で
、
１

分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

55

34

35
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7月の休日在宅当番医7月の休日在宅当番医

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
７月のテーマ
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☆認知症の人の体験に耳を傾け、認知

　症について正しい理解を深めるとと

　もに、認知症ケアのあり方について

　考えましょう。

☆どなたでも参加できます（参加費：無料）

　保健所では、ＨＩＶ抗体検査の充実・強化を図るため、

利用者の利便性（時間帯）に配慮した新たな検査を５月

から下記のとおり実施しています。検査申し込み、お問

い合わせなど、お気軽にお電話ください。

●内　容　①ＨＩＶ抗体検査

　　　　　　【即日検査】

　　　　　　検査の結果が検査したその日に判明します。

�　　　　　毎月１回（第２木曜日）

�　　　　　県央保健所（諫早市）のみ

�　　　　　【夜間検査】

　　　　　　毎月１回（第３木曜日 17：30～19：00）

�　　　　②クラミジア抗体検査

　　　　　　ＨＩＶ抗体検査と同じ日時に実施

　　　　 　（夜間検査でも実施可能）

　　　　　　無症状の方を対象とします。

●予　約   すべてのＨＩＶ・クラミジア抗体検査は完全

　　　　　予約制です。

�　　　　夜間検査は前日（17：45）までに必ず予約が必

�　　　　要です。

◎健康対策班 

　県南地域のパーキンソン病友の会は、平成15年から活

動を始め、患者・家族の生活の質を高められるよう勉強

会、情報交換などを行っています。今年度は、下記のと

おり患者・家族会について、勉強会を行います。お気軽

にご参加ください。

●日　時　平成18年7月12日㈬　13:30～15:00

●場　所　県  南  保  健  所

　　　　　（島原市新田町347－9）

　　　　　２階会議室

　　　　　◎健康対策班 
◎主催／㈳認知症の人と家族の会長崎県支部、

　　　　県南保健所、県南地域リハビリテー

　　　　ション広域支援センター・協力病院、

　　　　老人性認知症センター

●講　師：北島健次郎 氏

　　　　　（全国パーキンソン病友の会長崎県支部長）

　患者さん等からの医療に関する苦情や相談を受け、助

言や相談先の紹介を行っています。なお、秘密は厳守さ

れますので、安心してご相談ください。

●受付時間　（月～金のみ）

　　　　　　午前９時～午後５時30分

　　　　　　※電話、来所どちらでも結構です。

●場　　所   県南地域医療安全相談センター

　　　　　   （県南保健所総務企画課内）

●日時  平成18年７月21日㈮

　　　  19：00～21：00

●場所  島原市有明総合文化会館

　　　  「グリーンウェーブ」

●講　師：太田正博先生（「認知症を語る会」代表）

　　　　　菅　弘之先生（すがさきクリニック院長）

　　　　　上村真紀先生（すがさきクリニック作業療法士）

団体 加 入 区 分 掛 金 対 象 範 囲
保 険 金 額

傷 害 保 険
入 院死 亡（１人年額）

（１日につき）
通 院
（１日につき）

後 遺 障 害
（最高）

賠償責任保険 共済見舞金
（支払限度額）

大
人
の
団
体

子
ど
も
の
団
体

ＡＣ

ＡＷ
Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

子ども
ワイド

中学生以下の方が
ご加入できます。

中学生以下の子ども
スポーツ活動を行わない大人
　　　　　　　（高校生以上）

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

身体賠償  1人1億円  1事故5億円

財物賠償  1事故500万円（各免責金額1，000円）

身体賠償  1人1億円  1事故5億円

財物賠償  1事故500万円
　　　　　 　（各免責金額1，000円）

身体賠償  1人1億円  1事故5億円

財物賠償  1事故500万円
　　　　　 　（各免責金額1，000円）

上記補償に身体・財物賠償合算
　　　　　　　 1事故500万円を加算

身体賠償、財物賠償合算 1事故500万円
　　　　　　　　　　　　　   （免責金額1，000円）

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

上記以外の個人練習、個人活動
など（学校管理下を除く。）

A，AW　　の子どもの指導・
支援として一緒にスポーツ
活動を行う大人（高校生以上）

中学生以下の子ども

高校生以上の文化活動団体

老人クラブなどの団体

高校生以上のスポーツ活動団体

危険度の高いスポーツ活動団体 9，000円 500万円 750万円 1，800円

4，000円

1，800円

4，000円

4，000円

2，500円

1，000円

5，000円

4，000円

1，000円

1，500円

1，000円

1，500円

1，500円

1，000円

500円

2，000円

1，500円

600万円 900万円

2，000万円 3，000万円

2，000万円 3，000万円

2，000万円

1，000万円

100万円

2，100万円

3，000万円

1，500万円

150万円

3，150万円

2，000万円 3，000万円

1，500円

1，500円

1，000円

1，050円

500円

800円

500円

〔 〕
子ども
ワイド

突然死

160万円

急性心不全
脳内出血など）（

突然死

160万円

急性心不全
脳内出血など）（

突然死

160万円

急性心不全
脳内出血など）（

対象となりません

対象となる事故 ●グループ活動中の事故　●往復中の事故

平成18年4月1日午前0時より翌年3月31日午後12時まで（申込受付は平成18年3月から）保　険　期　間

平成21年５月までに【裁判員制度】がはじまります。

あなたも説明会に参加しませんか。（参加費用無料）

　■日　　時　　７月31日㈪　午後１時30分から午後３時40分まで

　■場 　  所　　島原裁判所（島原市城内一丁目）

　■内　　容　　１. ビデオ上映（ある放火事件の審理　20分）

　　　　　　　　２. 裁判員制度ポイント解説（解説者 長崎地方裁判所裁判官）

　　　　　　　　３. 質疑応答

　■募集人員　　33名

　■募集期間　　平成18年６月26日㈪から平成18年７月24日㈪

　■申込方法　　電話等により、先着順に33名になり次第締め切ります。

　■申 込 先　　長崎地方裁判所島原支部庶務係（問い合わせ先）☎0957－62－3151

裁判員制度ってなに？  私たちも選ばれるの？

スポーツ安全保険スポーツ安全保険

財団法人 スポーツ安全協会

スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です。スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です。

傷 害 保 険 賠償責任保険 共済見舞金

5名以上の団体で
ご加入ください

裁判員制度説明会参加者募集
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県南保健所からのお知らせ
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●
ご
あ
い
さ
つ

　
加
津
佐
図
書
館
は
平
成
２
年
に
温

泉
セ
ン
タ
ー
を
改
装
し
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
地
元
出
身
の
平
湯
文
夫

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
利
用
で
き

る
図
書
館
と
し
て
今
日
ま
で
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
職
員
４
名
で
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
加

津
佐
へ
お
出
か
け
の
節
は
是
非
、
図

書
館
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
雨
に
注
意
！

　
濡
れ
て
し
ま
っ
た
本
は
乾
い
た
あ

と
ボ
コ
ボ
コ
に
な
っ
た
り
、
カ
ビ
が

発
生
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ン

で
イ
タ
ズ
ラ
書
き
し
た
も
の
は
消
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
に

も
教
え
ま
し
ょ
う
。
借
り
た
本
を
汚

し
た
り
、
濡
ら
し
た
り
し
た
場
合
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
大
丈
夫
？

　
車
の
中
に
不
用
意
に
置
い
て
お
く

と
熱
で
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

ビ
デ
オ
を
よ
く
見
る
方
は
、
時
々
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
借
り
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
異
常
が

あ
っ
た
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
話
題
の
本

『
町
長
選
挙
』
　
　
奥
田
英
朗
　
著

　
離
島
に
赴
任

し
た
精
神
科
医

の
伊
良
部
。
そ

こ
は
島
を
二
分

し
て
争
わ
れ
る

町
長
選
挙
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
伊

良
部
も
そ
の
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
い
・
・
・

●
お
す
す
め
の
絵
本

『
い
ろ
は
の
か
る
た
奉
行
』

　
　
　
　
　
長
谷
川
義
史
　
作
・
絵

　
江
戸
時
代
の
い

ろ
は
か
る
た
を
正

し
く
勉
強
し
つ
つ
、

奉
行
が
考
え
た
新

し
い
い
ろ
は
か
る

た
を
紹
介
。
新
旧
か
る
た
対
決
。
　

　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
対
象
）

加
津
佐
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
１
９

●
幼
児
向
け
お
話
し
会

　
７
月
１
日
㈯
　
15
時
半
〜
16
時

●
お
話
し
会

　
７
月
８
日
㈯
　
10
時
半
〜
11
時

●
た
ん
ぽ
ぽ
夏
ま
つ
り
お
話
し
会

　
７
月
15
日
㈯
　
14
時
〜
15
時

●
調
べ
学
習
優
秀
作
品
展
示

　
７
月
１
日
㈯
〜
13
日
㈭
　

●
私
も
図
書
館
員

　
７
月
26
日
・
27
日
（
水
・
木
）

　
※
小
学
生
対
象
・
申
込
は
８
日
〜

口
之
津
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
８
６

●
お
話
し
会
（
１
階
に
て
）

　
７
月
４
日
㈫
、
11
日
㈫
、
25
日
㈫

　
16
時
20
分
〜

●
工
作
教
室
（
３
階
ホ
ー
ル
に
て
）

　
７
月
29
日
㈯
　
14
時
〜

　
※
詳
し
く
は
館
内
ポ
ス
タ
ー
で

原
城
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
７
８

●
上
映
会

　
７
月
６
日
㈭
、
20
日
㈭
　
18
時
〜

●
お
話
し
会

　
７
月
14
日
㈮
、
28
日
㈮
　
11
時
〜

西
有
家
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
５
４

●
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
工
作
ラ
ン
ド

　
７
月
１
日
㈯
　
10
時
半
〜

●
お
話
し
会
「
話
の
小
箱
」

　
７
月
15
日
㈯
　
14
時
〜

●
お
話
し
会
「
あ
り
ん
こ
の
す
」

　
７
月
22
日
㈯
　
11
時
〜

●
一
日
図
書
館
員
（
小
学
生
対
象
）

　
７
月
25
日
㈫
・
26
日
㈬
・
28
日
㈮

有
家
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
６

●
七
夕
ま
つ
り

　
（
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー
）

　
７
月
１
日
㈯
　
19
時
半
〜

●
ク
イ
ズ
玉
手
箱

　
夏
休
み
期
間
中

　
幼
児
〜
小
学
生
・
中
学
〜
一
般
用

●
お
話
し
会
（
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
）

　
７
月
９
日
㈰
　
14
時
〜

　
７
月
23
日
㈰
　
14
時
〜

深
江
ふ
る
さ
と
伝
承
館
図
書
室

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
２
５

●
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

　
７
月
15
日
㈯
　
14
時
〜

●
工
作
ひ
ろ
ば

　
７
月
29
日
㈯
　
14
時
〜

　
（
※
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
込
を
）

●
夏
休
み
特
別
ク
イ
ズ

　
７
月
21
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈭

※
こ
の
期
間
は
、
読
書
感
想
文
・
夏

　
休
み
の
研
究
・
工
作
の
本
に
つ
い

　
て
は
一
人
一
冊
、
一
週
間
と
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

加津佐図書館カレンダー  7月

＊○印は休館日です。
＊開館時間は午前10時～午後６時です。

日

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 １8/ ２ ３ ４ ５

月 火 水 木 金 土

加津佐図書館アクセス

至
口
之
津

前
浜

海
水
浴
場

加
津
佐
東

小
学
校

加
津
佐
中
学
校

塗
装
店

Ｇ
Ｓ

至
小
浜保育園

中華
料理

GS

体育館

案内板
雲仙県道

南島原市
加 津 佐
図 書 館

加津佐
幼稚園

１位『東京タワー』
２位『いま、会いにゆきます』
３位『夜のピクニック』
４位『チャングム』

　
１位『うずらちゃんのかくれんぼ』
２位『しろくまちゃんのほっとけーき』
３位『くわがた』　
４位『いただきますおいしいね』
 〃 『かみさまからのおくりもの』　

江国香織
市川拓司
恩田　陸

平成17年度によく読まれた本

小 説 等

絵   本

No.1
特
集
『
加
津
佐
図
書
館
』

　
　
　
平
成
２
年
開
館
。

　
　
　
今
年
８
月
で
満
16
歳
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
市
内
の
図
書
館
で
は
最
年
長
で
す
。
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※ご希望により、お住まいの地区以外でも受けることが

　できます。　その場合は必ず前日までに、健康保健課

　（☎050-3381-5050）または各総合支所・住民センター

　へ連絡してください。

　事　業　名　

　事　業　名　

　事　業　名　

事　業　名 実 　施　 日 時　　　間

時　　　間

時　　　間

時　　　間 場　　　所

場　　　所

場　　　所

場　　　所 備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

健 康 相 談

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

深江ふるさと伝承館

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

口之津保健センター

口之津保健センター

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

深江地区

平成17年８月、12月生・平成18年４月生

布津地区

平成15年11月～12月生

生後３～６ヶ月

平成16年10月～11月生

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

生後３～６ヶ月

平成15年12月～平成16年２月生

平成17年８月、12月生・平成18年４月生

生後３～90ヶ月

平成14年９月20日～11月生

西有家地区

生後３～６ヶ月

口之津地区40歳以上

口之津地区40歳以上

本庁（西有家庁舎）

有 家 保 健 セ ン タ ー

西有家保健センター

有 家 保 健 セ ン タ ー

西有家保健センター

有 家 保 健 セ ン タ ー

西有家保健センター

有 家 保 健 セ ン タ ー

北有馬保健センター

原城オアシスセンター

原城オアシスセンター

口之津保健センター

口之津保健センター

加津佐保健センター

口之津保健センター

口之津保健センター

加津佐保健センター

健 康 相 談

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

原 爆 健 診

３ 歳 児 健 診

献 血

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

乳 児 相 談

健 康 相 談

胃 が ん 検 診

健 康 相 談

基 本 健 診

胸 部 検 診

２ 歳 児 歯 科 健 診

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

献 血

乳 児 相 談

原 爆 健 診

婦人がん・骨粗鬆症検診

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

13：00～15：00

09：00～12：00

09：00～12：00

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

10：00～11：00

09：00～14：00

08：30～11：00

09：00～12：00

09：00～12：00

09：00～14：00

13：00～14：00

09：00～12：00

09：00～12：00

09：00～12：00

09：00～12：00

実 　施　 日

実 　施　 日

実 　施　 日

７月24日㈪・27日㈭

７月19日㈬～20日㈭

７月12日（水）

７月10日（月）

７月05日（水）

７月19日（水）

７月14日（金）

７月19日（水）

７月21日（金）

７月21日（金）

７月03日（月）

７月18日（火）

平成16年11月～12月生

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

北有馬保健センター

原城オアシスセンター

南 有 馬 総 合 支 所

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

19：30～21：30

７月0 4日（火）

両 親 学 級 ７月05日（水）

献 血 ７月11日（火）

生後３～６ヶ月原城オアシスセンター予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ） ７月14日（金）

南有馬地区原城オアシスセンター婦人がん・骨粗鬆症検診

平成17年８月、12月生・平成18年４月生北有馬保健センター10：00～15：00

10：00～15：00

19：30～21：30

乳 児 相 談 ７月21日（金）

北 有 馬 総 合 支 所献 血 ７月24日（月）

平成14年12月～平成15年１月生北有馬保健センター３ 歳 児 健 診 ７月26日（水）

平成17年８月、12月生・平成18年４月生

７月05日（水）

７月05日（水）

７月04日（火）

７月19日（水）

７月12日（水）

７月11日（火）

７月27日（木）

７月03日（月）

７月10日（月）

７月28日（金）

７月21日（金）

７月14日（金）

７月12日（水）

７月07日（金）

７月05日（水）

両 親 学 級

乳 児 相 談

献 血

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

２ 歳 児 歯 科 健 診

〈深江・布津地区〉 ○お問い合わせ先 （深江地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5121）（布津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5131）

〈有家・西有家地区〉 ○お問い合わせ先 （有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5141）（西有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5151）

〈北有馬・南有馬地区〉 ○お問い合わせ先 （北有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5161）（南有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5171）

〈口之津・加津佐地区〉 ○お問い合わせ先 （口之津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5181）（加津佐地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5191）

9：30～11：30・12：30～15：30

9：30～11：30・12：30～15：30

8：30～11：00・13：00～15：00

9：30～11：30・12：30～15：30

9：30～11：30・12：30～15：30

７月18日（火）～19日（水）

７月24日（月）～26日（水）

７月31日（月）～８月２日（水）

７月27日（木）～28日（金）

７月20日（木）～21日（金）

７月13日（木）～14日（金）

７月06日（木）～07日（金）

8：30～11：00・13：00～15：00

9：30～11：30・12：30～15：30

保健事業のご案内保健事業のご案内保健事業のご案内 7月7月
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

編　 集　 後　 記

メーデー 八十八夜 憲法記念日 国民の休日 こどもの日・端午 立夏

●献血
　（口之津保健センター）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

半夏生 小暑・七夕

●教育相談
　（西有家公民館）
　10：00～12：00

●献血
　（本庁・西有家庁舎）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●献血
　（南有馬総合支所）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●年金相談
　（口之津公民館）
　10：00～15：00

●献血
　（深江ふるさと伝承館）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●マリンフェスタ in
　くちのつ（口之津町）

　（口之津庁舎前特設会場
　及び口之津港緑地公園）
●海の日海上安全
　祈願祭（口之津町）

　（八雲神社）8：30～

●海の日海上安全
　祈願祭（加津佐町）

　（温泉神社）
　10：00～

海の日

　　　　●巡回法律相談
　　　　　　（詳細は17ページ）
●行政相談
　（深江ふれあいの家）
　13：00～16：00

●行政相談（心配事相談も）
　（西有家老人福祉センター）
　10：00～15：00

土用

●行政相談
　（布津公民館）
　14：00～16：00

●夏越祭（加津佐町）

　17：00～

　（加津佐町商工会
　 館横の駐車場）

30日

●夏の口之津水着
　大撮影会（口之津町）

　10：00～
　（白浜海水浴場）

24日

●献血
　（北有馬総合支所）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

大暑 旧七夕
●夏越祭・そうめ
　ん祭り（西有家町）

　18：00～

　（天満宮参道）

●交通事故巡回相談
　（島原市役所）
　10：00～16：00

●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～

●夏越祭（有家町）

　18：00～

　（温泉神社境内及
　 び参道）

　ツバメが巣を作ると、その家は繁盛す

る、と言われます。我が家にもツバメが

やってきて巣をかけました。青い空を滑

空する姿、ひなが餌をねだる声も可愛ら

しく賑やかで、なんだか本当に幸運を運

んできてくれるような気分にさせてくれ

ます。ツバメは唯一、人の目のあるとこ

ろに巣を作る鳥ですので、目につきやす

く、私たちも特別に親しみを覚えるのか

もしれませんね。

　来年は、今年生まれたひなが、新しい巣

を作りに来てくれるといいな…。　野原

　「もったいない」という言葉が最近ふ

たたび注目されています。日本特有のこ

の言葉は、先人たちの残した財産のひと

つだと思います。ほかにも「世間様に対

して」というひとつの言葉で、悪事を思

いとどまらせ、犯罪の抑止力となってい

たものもあります。

　そんななか、人気アニメ「サザエさん」

でのひとコマ。無駄なものをなくそうと

いうテーマの中で、タラちゃんが言った

言葉です「けんかしてると、もったいな

いでしゅよ。」なるほど…。　　　隈部

　７月１日～ 31日までの１か月間「愛の血液

助け合い運動」が展開されます。

　献血は、たくさんの人々の善意によって支

えられます。そして、一人ひとりの温かな心

が多くの尊い命を救っています。

　皆様の献血に対する温かなご支援と積極的

なご参加をお願いします。

●海の日ミニバレー
　ボール大会
　9：30～
　（口之津体育館）

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所または住民センターでお尋ねください。
●北有馬町・口之津町・加津佐町の行政相談は随時受け付けています。

●年金相談
　（北有馬老人福祉センター）
　10：00～15：00

●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～

●年金相談
　（ありえコレジヨホール）
　10：00～15：00

●行政相談
　（原城オアシスセンター）
　13：00～16：00

開催日：７月15日㈯
●マリンフェスタ in くちのつ　13：00～
　（口之津庁舎前特設会場及び口之津港緑地公園）
●海の日祈願祭（南有馬町）

　９：00～　（八幡神社）　

お詫びと訂正

　広報南島原６月号の中で、間違いがありました。

　次のとおり訂正し、併せてお詫び申し上げます。

　●10ページ　まちの話題「楽しいよ、竹とんぼ」

誤　笹田岩雄さん

正　笹田岩男さん

→

8月４日（金）　19：00～20：30　森岳公民館大ホール（島原市城内）
森林環境保全税（仮称）の創設を検討しており、新税に関する県の
考えの説明会を行います。

【 お問い合わせ　☎０９５（８９５）２９８３　長崎県林務課 】

＊冷房は、室温28℃を目安に温度調節をしましょう。

＊冷房機器は、不必要なつけっぱなしをしないように

　しましょう。

＊冷房は、室温28℃を目安に温度調節をしましょう。

＊冷房機器は、不必要なつけっぱなしをしないように

　しましょう。




